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ど
18
事
業
で
、
新
た
な
雇
用
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

３
つ
目
の
柱
は
『
未
来
を
担

う
人
を
育
み
、
豊
か
な
歴

史
・
文
化
を
築
く
ま
ち
』（
教
育
・

歴
史
・
文
化
）。
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
教
育
施
設
の
耐
震
化

は
、
共
和
幼
稚
園
の
園
舎
の
増
築

と
大
規
模
改
修
を
行
い
、
堀
越
保

育
園
は
移
転
に
向
け
て
用
地
買
収

や
造
成
工
事
、
新
園
舎
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。
学
校
教
育
で

は
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

と
、
き
め
細
や
か
な
教
育
の
推
進

に
努
め
ま
す
。
小
学
校
で
完
全
実

施
さ
れ
る
外
国
語
活
動
に
対
応
す

る
た
め
、
外
国
人
講
師
を
１
人
増

員
し
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
に
援
助
を
行
う
た

め
、
新
た
に
支
援
員
を
派
遣
し
ま

す
。
充
実
を
図
っ
て
き
た
放
課
後

児
童
教
室
な
ど
の
子
育
て
支
援
施

設
で
は
、
指
導
員
の
研
修
を
実
施

し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
施
設
運
営
を
図
り

ま
す
。
生
涯
学
習
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
の
生
涯
学
習
講
座
や
公
民

館
講
座
な
ど
65
講
座
の
開
設
を
予

定
し
、
多
様
化
す
る
市
民
の
要
望

に
応
え
ま
す
。文
化
財
保
護
で
は
、

専
門
家
に
よ
る
小
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
国
指
定
史
跡
等
の
整
備
計

画
・
保
存
管
理
計
画
・
活
用
計
画

な
ど
を
策
定
し
ま
す
。
文
化
事
業

で
は
、新
規
イ
ベ
ン
ト
と
し
て『
歴

史
探
訪
坦
庵
フ
ェ
ア
』を
開
催
し
、

江
川
坦
庵
公
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

４
つ
目
の
柱
は
『
だ
れ
も
が

す
こ
や
か
、
元
気
に
生
き

る
ま
ち
』（
健
康
・
福
祉
）。
こ
ど

も
医
療
費
助
成
で
は
、
入
院
は
中

学
生
ま
で
、
通
院
は
小
学
生
ま
で

の
医
療
費
に
対
し
、
自
己
負
担
な

し
の
助
成
を
行
い
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
拡
充
と
子
育

て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
、
仕
事
と
育
児

の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。
不
妊
治

療
助
成
で
は
予
算
を
増
額
し
、
少

子
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
第
２

期
福
祉
村
整
備
で
は
、
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
障
害
者
就
労
施
設

へ
の
送
迎
を
開
始
し
ま
す
。
新
年

度
は
、
生
活
介
護
事
業
所
や
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
建
設
に
対
し
補
助
を
行

い
、
さ
ら
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
、
発
達
障

害
児
巡
回
相
談
な
ど
の
福
祉
相
談

で
は
、新
規
に
専
門
員
を
配
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
高
齢
者
温

泉
交
流
館
で
は
、
週
３
回
体
操
教

室
を
開
催
し
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
介
護
予
防
を
図
り
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来

の
大
仁
支
所
に
加
え
、韮
山
福
祉
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
設
置
し
、
２

カ
所
で
高
齢
者
へ
の
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
こ

ど
も
予
防
接
種
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
成
人

が
ん
検
診
は
、
乳
が
ん
検
診
の
対

象
者
を
40
歳
か
ら
35
歳
に
拡
大

し
、
胃
が
ん
検
診
で
は
70
歳
以
上

の
希
望
者
、
医
師
が
認
め
る
者
を

限
定
に
胃
カ
メ
ラ
検
査
を
導
入

し
、
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

５
つ
目
の
柱
は
『
住
み
た
い
、

訪
れ
た
い
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
』（
都
市
基
盤
・
生
活

環
境
）。
浸
水
対
策
で
は
、
山
田

川
の
調
整
池
建
設
工
事
と
長
岡
川

の
改
修
工
事
を
重
点
的
に
推
進
し

ま
す
。
道
路
整
備
で
は
、
最
終
年

度
と
な
る
合
併
特
例
債
事
業
の
大

１
０
１
号
線
ほ
か
17
路
線
の
拡

伊
豆
の
国
市
長

平
成
23
年
度
は
、
第
１
次
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
、
将
来
像
の
実

現
に
大
き
く
前
進
す
る
ま
ち
づ
く

り
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。
職

員
一
人
ひ
と
り
が
能
力
向
上
に
努

め
、
市
民
が
安
心
し
、
夢
を
持
ち

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
伊
豆
半

島
で
一
番
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
施
設
の
耐
震
化
や
浸
水
対
策

を
推
進
す
る
一
方
、
健
康
・
子
育

て
・
経
済
を
柱
に
、
環
境
対
策
や

歴
史
文
化
資
産
の
活
用
を
推
進
す

る
『
暮
ら
し
や
す
さ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
予
算
』
と
し
ま
す
。
行
政

需
要
の
増
大
・
多
様
化
が
進
む
中
、

直
面
す
る
課
題
や
重
点
施
策
に
対

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に

配
分
し
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
の

主
要
な
施
策
な
ど
を
総
合
計
画
に

掲
げ
る
３
つ
の
戦
略
と
ま
ち
づ
く

り
の
６
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て

説
明
し
ま
す
。

１
つ
目
の
戦
略
は
『
伊
豆
半

島
交
流
軸
の
構
築
』。
伊

豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

機
器
整
備
を
支
援
し
、
地
域
医
療

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
を
推
進
し
、

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
と
産

業
振
興
を
図
り
ま
す
。

２
つ
目
の
戦
略
は
『
狩
野
川

流
域
生
活
圏
の
一
体
化
』。

歴
史
資
産
の
活
用
で
は
、
北
條
早

雲
が
伊
豆
・
関
東
へ
進
出
す
る
拠

点
と
な
っ
た
韮
山
城
の
現
状
調

査
、
本
城
跡
や
砦
跡
な
ど
の
環
境

整
備
を
推
進
し
、
戦
国
時
代
の
幕

開
け
を
象
徴
す
る
韮
山
城
を
全
国

に
発
信
し
ま
す
。

３
つ
目
の
戦
略
は
『
安
全
、

安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
』。
稼
働
を
始
め
た
堆
肥
化
施

設
『
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
農の

土ど

香か

』
で
は
良
質
な
堆
肥
の
安
定
製

造
に
努
め
、
堆
肥
の
販
売
を
始
め

ま
す
。
ま
た
旧
大
仁
東
小
学
校
を

活
用
し
て
、
農
土
香
で
製
造
し
た

堆
肥
と
農
作
物
の
有
機
栽
培
の
普

及
を
図
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
、
安
全
・
安
心
・
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

１
つ
目
の
柱
は
『
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
、
快
適
な

空
間
の
ま
ち
』（
自
然
・
環
境
）。

環
境
対
策
で
は
、
ご
み
の
排
出
抑

制
や
グ
リ
ー
ン
購
入
な
ど
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を

さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。
新
年
度
か

ら
は
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
含
ま

れ
る
紙
ご
み
の
分
別
回
収
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資

源
化
を
図
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化

対
策
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
設
置
者
へ
の
補
助
を
行
い
、
環

境
に
優
し
い
設
備
の
導
入
を
促
進

し
ま
す
。
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
で
は
、
生
活
環
境
影
響
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
処
理
施
設
の
建

設
場
所
が
早
期
決
定
で
き
る
よ
う

調
整
を
続
け
ま
す
。
公
園
施
設
整

備
で
は
、
旧
伊
豆
箱
根
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
の
整
備
に
向
け
て
、
防
球

ネ
ッ
ト
な
ど
構
造
物
の
撤
去
を
行

い
ま
す
。
森
林
整
備
で
は
優
良
林

育
成
や
放
任
竹
林
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

２
つ
目
の
柱
は
『
生
き
生
き

働
く
、
活
気
に
満
ち
た
産

業
の
あ
る
ま
ち
』（
産
業
・
経
済
・

労
働
）。
中
山
間
地
の
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
浮
橋
温
泉
を
い
か
し
た

温
泉
浴
場
施
設
の
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。
地
域
芸
能
伝
承
施
設
整

備
で
は
、大
観
宮
跡
地
を
活
用
し
、

伝
統
的
な
芸
能
文
化
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
施
設
の
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。
観
光
振
興
で
は
、
観
光

協
会
が
平
成
24
年
度
開
催
を
計
画

し
て
い
る『
源
頼
朝
８
５
０
年
祭
』

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
宣
伝

活
動
や
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ア
ー
を

は
じ
め
と
し
た
外
国
人
観
光
客
の

誘
客
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
商
工
業
の
活
性
化
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
の
支
援

を
行
い
、
景
気
対
策
と
消
費
拡
大

を
図
り
ま
す
。
農
業
振
興
で
は
、

新
規
就
農
者
が
整
備
す
る
農
業
用

機
械
・
施
設
に
対
し
助
成
を
行
う

ほ
か
、
湛
水
防
除
施
設
整
備
な
ど

基
盤
整
備
を
図
り
ま
す
。
増
加
す

る
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
被

害
対
策
啓
発
冊
子
を
作
成
し
て
周

知
を
図
り
、
地
区
に
応
じ
た
鳥
獣

駆
除
を
進
め
ま
す
。
緊
急
雇
用
対

策
で
は
、
道
路
・
河
川
環
境
美
化

事
業
や
訪
問
介
護
員
育
成
事
業
な

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
６
つ
の
柱

３
つ
の
戦
略

幅
・
舗
装
な
ど
の
改
良
工
事
を
行

い
ま
す
。
上
水
道
事
業
で
は
、
新

長
瀬
配
水
池
造
成
工
事
及
び
配
水

管
布
設
工
事
、
四
日
町
水
源
送
水

管
布
設
工
事
な
ど
、施
設
の
整
備
・

更
新
を
進
め
ま
す
。
下
水
道
事
業

で
は
、
江
間
汚
水
幹
線
工
事
な
ど

公
共
下
水
道
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
中
島
地
区
の
浸
水
対
策

に
向
け
て
、
下
水
道
事
業
認
可
変

更
を
進
め
ま
す
。
住
環
境
の
整
備

で
は
、
バ
ス
の
利
用
状
況
を
調
査

す
る
実
証
実
験
バ
ス
を
運
行
し
、

今
後
の
生
活
支
援
バ
ス
の
方
向
性

を
検
討
し
ま
す
。防
災
対
策
で
は
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

の
完
了
に
伴
い
、
画
像
伝
送
や
複

数
回
線
同
時
使
用
な
ど
の
多
機
能

運
用
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
防
犯

対
策
で
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
民
生
委
員
会
、
自
治
会
等

と
協
力
し
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

６
つ
目
の
柱
は
『
み
ん
な
が

主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て

進
む
ま
ち
』（
行
政
運
営
・
市
民

参
加
）。
市
民
と
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発
信
し
、

開
か
れ
た
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
に
努
め
、

身
近
な
情
報
や
わ
か
り
や
す
い
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
で
の
市
政
懇
談
会
や
市
長
へ
の

ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
な
ど
、
市

民
が
市
政
に
参
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
寄
せ
ら
れ
た
提

言
や
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
い
か

し
て
い
き
ま
す
。
効
率
的
な
行
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
効
果
的
・
効
率

的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

以
上
が
、
平
成
23
年
度
の
市
政

に
対
す
る
所
信
の
一
端
と
施
策
の

大
要
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『暮らしやすさ 
　　ステップアップ予算』

平成23年市議会 3月定例会

施政方針（抜粋）

＊
施
政
方
針
を
反
映
し
た
『
平
成
23
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
予
算
額
』
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

平成 23年度
施政方針

平成 23年度
施政方針


